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H I T T O B E !  K A G O S H I M A  K O K U B U N S A I17

　
「
第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
」
が
「
本
物
。鹿
児
島
県
〜
文
化
維

新
は
黒
潮
に
乗
っ
て
〜
」を
テ
ー
マ
に
、
平
成
27
年
10
月
31
日（
土
）か
ら
11
月
15
日

（
日
）ま
で
の
16
日
間
、県
内
43
全
て
の
市
町
村
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
音
楽
、演
劇
、伝
統
・
郷
土
芸
能
、歴
史
文
化
な
ど
の
分
野
で
、１
５
５
も
の
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、県
内
外
か
ら
延
べ
約
1
6
3
万
人
の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
大
会
初
日
の「
開
会
式
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」は
、皇
太
子
同
妃
両

殿
下
の
御
臨
席
を
賜
り
、国
文
祭
初
の
試
み
と
し
て
、鹿
児
島
市
と
離
島
の
種
子
島
、

奄
美
大
島
の
３
会
場
を
生
中
継
で
結
び
開
催
。県
内
の
伝
統
芸
能
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
団
体
、総
勢
１
３
２
０
名
が
ス
ト
ー
リ
ー
性
に
満
ち
た
県
民
の
物
語
を

展
開
し
、華
や
か
な
幕
開
け
を
飾
り
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
、
奄
美
や
種
子
島
な
ど
、
離
島
を

も
本
格
的
な
開
催
会
場
と
す
る
国
民
文
化
祭
と

し
て
、
南
北
約
６
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

る
広
大
な
県
土
を
舞
台
に
、
連
日
、
お
も
て
な

し
の
心
に
あ
ふ
れ
た
鹿
児
島
な
ら
で
は
の
イ
ベ

ン
ト
を
展
開
し
、
各
地
で
県
内
外
か
ら
の
大
勢

の
出
演
者
や
観
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
が
参
加
し
、
と
も
に
創
り
上

げ
て
い
く
中
で
、
個
性
あ
る
歴
史
や
食
の
宝
庫

﹁
ひ
っ
と
べ
！
か
ご
し
ま
国
文
祭
﹂

華
や
か
に
開
催
!!

●
ご
協
力
、ご
来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

かごしま国文祭
本物。鹿児島県　～文化維新は黒潮に乗って～

ひっとべ！

［ 平成２７年１０月３１日(土)～１１月１５日(日) ］

つ
く

かごしま国文祭 検索

闘牛フォーラム i
n とくのしま（伊

仙町）

和太鼓の祭典（出
水市）

ま
ち
な
か
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
鹿
児
島
県
）

華道の祭典 in 種子島
（西之表市）

で
あ
る
鹿
児
島
を
象
徴
し
た
食
文
化
、
離
島
の

魅
力
な
ど
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
文

化
芸
術
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識
し
、
今
後
の

鹿
児
島
の
文
化
の
更
な
る
飛
躍
へ
の
契
機
と
な

り
ま
し
た
。

　

出
演
い
た
だ
い
た
方
々
は
も
と
よ
り
、
市
町

村
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
出
展
・
協
賛
を

い
た
だ
い
た
企
業
・
団
体
な
ど
、
多
く
の
方
々

の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

洋舞フェスティバ
ル（鹿児島市）


